
一般質問一般質問
6月定例会では、
14人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

佐々木市長にまちづくりを問う
質 問質 問一 般

どうなる中学校給食

財政状況から今すぐ導入することはできない

日本共産党・住民協働市会議員団
仲　絹枝 議員

市長 事業認可に向けて取り組む 市長

八木駅西土地区画整理
事業の推進は活緑クラブ

高橋　芳治 議員

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、

区
画
整
理
事
業
の
保
有
地
・

町
所
有
地
を
活
用
し
、
建
て

替
え
を
行
う
方
向
と
なって
い

る
。
本
市
も
、
住
宅
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
か

で
そ
う
いっ
た
方
向
で
定
め
て

い
く
。

　
　

区
画
整
理
全
体
と
し
て

進
ん
で
い
な
い
と
思
う
が
問
題

点
は
何
か
。
問
題
点
に
つい
て

の
府
や
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
21
年

度
の
計
画
策
定
業
務
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

施
工
区
画
を
確
定

す
る
た
め
の
地
区
界
の
測
量
、

東
所
川
河
川
、
旧
国
有
地
等

の
境
界
確
定
を
実
施
し
、
施

工
区
域
全
体
面
積
を
10
・
５

ｈａ
に
確
定
し
た
。
21
年
度

業
務
と
し
て
、
都
市
再
生
整

備
計
画
を
作
成
し
、
八
木
駅

周
辺
地
域
を
含
め
た
将
来
ビ

問市
長

ジ
ョン
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

都
市
計
画
事
業
の
認
可
に
向

け
推
進
し
て
い
く
。

八
木
駅
舎
改
築
、
陸
橋
の

　
　
　

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
　

Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
の
中
で

も
一
番
古
い
駅
舎
で
あ
り
、

特
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
南
丹

病
院
に
通
院
の
方
、
老
人
、

体
の
不
自
由
な
方
に
は
、
陸

橋
を
渡
る
の
に
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
。
駅
舎
改
築
と
併
せ

陸
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
。

　
　
　

八
木
駅
西
区
画
整
理

を
進
め
る
な
か
で
、
周
辺
地

域
を
含
め
た
将
来
ビ
ジ
ョン
を

問市
長

検
討
し
、
駅
舎
の
改
築
を
折

り
込
み
、
早
期
に
進
め
て
い

く
努
力
を
す
る
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
要
望
し
て
い
く
。

南
広
瀬
公
営
住
宅
の　

　
　
　

今
後
の
方
向
性
は

　
　

築
50
年
か
ら
58
年
が
経

過
し
た
住
宅
で
、
住
環
境
が

悪
く
、
ま
た
、
周
辺
に
は
個

人
の
住
宅
も
含
め
、
公
共
下

水
道
事
業
の
計
画
が
立
っ
て
い

な
い
。
住
宅
地
域
の
今
後
の

方
向
性
を
伺
う
。

　
　
　

旧
八
木
町
の
住
宅
マ

問市
長

て
い
る
。
人
が
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
作
り
の
た
め
に
は

生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
る
。
来
年
春
の
山
陰
本

線
京
都
園
部
間
の
複
線
化

に
合
わ
せ
、
公
共
交
通
を
充

実
さ
れ
る
と
い
う
事
だ
が
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
等
の

詳
細
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
福
祉
、
教
育
の
観
点
か

ら
内
部
的
に
協
議
を
進
め
て

い
る
。

市
長

　
　

全
国
の
７
割
以
上
の
中

学
校
で
完
全
給
食
を
実
施
し

て
い
る
。
昨
年
12
月
議
会
で
、

「
未
実
施
３
校
の
可
能
性
を

探
り
、
出
来
る
所
か
ら
考
え

て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
中

身
を
伺
う
。

　
　
　
　

弁
当
に
よ
る
昼
食

が
親
子
の
絆
を
深
め
て
い
る
。

授
業
時
間
増
に
よ
り
、
学
校

給
食
を
実
施
す
る
時
間
の
確

保
は
、
学
校
運
営
上
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

問教
育
長

設
置
等
の
施
設
整
備
が
必
要

で
、
財
政
状
況
か
ら
見
て
今

す
ぐ
導
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

身
近
な
所
で
相
談
を

　
　

障
が
い
者
や
そ
の
関
係

者
は
、
身
近
な
所
で
相
談
し

た
り
、
情
報
を
得
た
い
と
思

っ
て
い
る
。「
障
が
い
者
家
族

の
無
理
心
中
事
件
」
が
報

道
さ
れ
、
関
係
者
か
ら
、
現

状
や
将
来
に
対
し
て
不
満
や

不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

相
談
体
制
の
充
実
と
人
材

育
成
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

障
害
者
福
祉
に
関

問市
長

す
る
相
談
は
各
支
所
、
本
庁

が
対
応
す
る
と
と
も
に
、
専

門
相
談
員
の
配
置
、
専
門

相
談
機
関
へ
委
託
し
て
い
る
。

市
役
所
と
府
・
専
門
医
、
専

門
施
設
等
と
の
連
携
の
中
で

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
が
基
本
姿

勢
で
あ
る
。

公
共
交
通
の
充
実
を

　
　

公
共
交
通
の
廃
止
は
、

「
移
動
制
約
者
の
勤
労
権
・

生
存
権
等
、
基
本
的
人
権

に
関
わ
る
問
題
で
、
地
域
の

過
疎
化
・
地
域
崩
壊
を
も
た

ら
す
」
と
専
門
家
は
指
摘
し

問

　
　

る
り
渓
流
域
の
水
質
改

善
に
「
明
日
の
西
本
梅
を
考

え
る
会
」
を
通
じ
て
署
名
運

動
を
起
こ
し
、
20
数
年
の
夢

を
託
し
た
、
９
３
８
名
の
署

名
を
集
め
た
。

　
「
多
目
的
ダ
ム
通
天
湖
」

は
干
ば
つ
時
の
灌か
ん
が
い漑
用
水

の
確
保
、
ま
た
、
景
観
の
増

幅
目
的
で
昭
和
17
年
3
月

に
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
清

水
を
保
つ
た
め
定
期
的
に

水
替
え
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
は
水
替
え
が
出

来
て
お
ら
ず
下
流
域
で
は

岩
が
黒
ず
み
、
腐
敗
化
し
た

問

水
は
悪
臭
を
発
し
て
い
る
。

早
急
の
水
抜
き
を
求
め
る

嘆
願
書
を
添
付
し
て
、
４
月

に
市
長
と
南
丹
土
木
所
長

に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
が
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
市
の

対
応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
府

民
公
募
型
公
共
事
業
で
湖

底
の
汚
泥
除
去
を
府
に
求

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

４
月
に
要
望
書
と
多

く
の
方
の
署
名
を
頂
き
、
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
５

月
に
関
係
職
員
と
現
場
を
歩

き
現
状
は
大
変
大
き
な
課
題

と
再
認
識
し
た
。
水
質
に
関

市
長

す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し

南
丹
土
木
事
務
所
・
南
丹
保

健
所
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
府
民
公
募
型
公

共
事
業
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
今
後

早
急
に
対
応
し
て
行
き
た
い
。

交
通
弱
者
へ
の
バ
ス
対
策
は

　
　

本
市
の
高
齢
化
率
が

28
・
９
％
に
な
っ
て
お
り
、

超
高
齢
化
社
会
に
な
っ
た
。

そ
の
様
な
中
で
22
年
度
か

ら
Ｊ
Ｒ
京
都
園
部
間
が
複

線
化
と
な
り
、
乗
降
客
の

増
加
が
見
込
め
る
が
、
園

部
駅
か
ら
各
周
辺
部
へ
の

問

バ
ス
交
通
網
が
全
く
無

い
。
交
通
弱
者
と
言
わ
れ

る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
、
買
い
物
や
通

院
の
バ
ス
便
と
合
わ
せ
て
、

早
急
な
対
策
を
求
め
る
。

　
　
　

福
祉
の
面
か
ら
、
ま

た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
教

育
面
か
ら
の
考
え
方
等
複
合

し
た
中
で
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

と
連
携
を
図
り
新
し
い
バ
ス

体
系
の
構
築
が
必
要
。
22
年

の
J
R
複
線
化
を
き
っ
か
け

に
、
対
応
を
早
急
に
し
た
い
。

市
長

　
　

本
市
の
財
政
は
厳
し

く
、
更
に
税
収
の
落
込
み

も
予
想
さ
れ
る
。
国
は
経

済
危
機
対
策
と
し
て
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
を
創
設
し
、
20

年
度
に
引
き
続
き
21
年
度

も
交
付
さ
れ
る
。
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、

自
転
車
通
学
補
助
、
制
服

購
入
補
助
、
火
災
報
知
器

設
置
補
助
、
学
校
の
耐
震

化
、
自
主
防
災
組
織
の
推

進
や
各
種
団
体
、
自
治
会
、

各
区
の
要
望
の
具
現
化
は
。

　

  　

21
年
度
7
億
4
百
万

問市
長

の
臨
時
交
付
金
と
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
と
併
せ
、
市

民
生
活
の
安
全
・
安
心
施
策

や
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る

事
業
、
温
暖
化
対
策
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
雇
用
対

策
な
ど
有
効
な
活
用
を
、
早

い
時
期
に
提
案
す
る
。

教
育
施
設
の
整
備
と

　
　

学
校
の
適
正
配
置
は

　
　

教
育
施
設
の
耐
震
補

強
工
事
の
進
捗
と
改
築
計

画
は
、
市
内
小
学
校
の
就

学
状
況
と
今
後
の
学
校
の

統
廃
合
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

問

　
　
　
　

補
強
工
事
が
必

要
と
さ
れ
た
12
校
27
棟
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
は

八
木
中
央
幼
児
学
園
、
神

吉
小
・
園
部
小
・
殿
田
中
学

の
屋
内
運
動
場
の
改
修
、
胡

麻
郷
小
屋
内
運
動
場
・
美

山
中
学
校
舎
の
改
築
設
計

を
行
う
。

　

本
年
は
17
小
学
校
で
児

童
数
１
７
３
８
人
、
複
式
学

級
は
６
校
、
24
年
に
は
10
校
、

25
年
に
は
３
校
で
複
々
式
学

級
と
な
る
。
一
定
規
模
で
の

学
習
、
生
活
集
団
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
情
報
提
供
し

教
育
長

保
護
者
や
地
域
の
意
見
を
聞

き
検
討
す
る
。

職
員
定
数
と
待
遇
改
善

　
　

職
員
適
正
化
計
画
の

進
捗
状
況
は
。
職
員
給
与

は
国
の
88
％
、
近
隣
市
よ

り
も
10
％
位
低
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
の
改
善
は
。

　
　
　

21
年
の
職
員
数
は

４
３
９
人
、
２
年
間
で
26
人

の
減
、
24
年
度
末
に
は
38
人

減
の
計
画
。
職
員
給
与
水

準
が
低
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
財
政
状
況
も
勘
案
し

て
処
遇
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
。

問市
長

地域活性化対策事業は

交付金を有効に活用し、地域経済の活性化を図る 検討委員会で論議していく

南風会
 而西村　則夫 議員

丹政クラブ
中井　榮樹 議員

市長

住民悲願の
通天湖の水質改善は
市長
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